
新潟県南蒲原郡栄町長畑遺跡出士の土器について
— 縄文時代晩期終末の様相 一

荒川隆史

はじめに

新混県南蒲原郡栄町に所在する長畑迫跡は、新潟県教育委員会により1974年に初めて発掘調査が行われ、

縄文時代晩期終末の浮線文を施す土器群が報告された〔戸根 • 本間1975〕（以下、 1 次調盃とする）。その

後、 1978年に栄村教育委員会（当時）により 1次調査区に隣接する区域の発掘調査が行われた（以下、2

次調査とする）。この調査成果については、1979年刊行の概報において、復元可能な甕形土器や深鉢形土

器の多いことや、籾痕のある土器片の存在などが報告され〔中島ほか1979)、注目を集めた。そして、多く

の研究者によって新混県内の縄文時代晩期終末を代表する遺跡として位四づけられた在i川1983._ 中島1986 •

関1986など〕。さらに、新潟平野における晩期終末の土器型式として豊栄市鳥屋遺跡の資料をもとに烏屋

式が提唱され、長畑遺跡登料もその重要な基準資料とされた〔石川1988〕。しかし、 2次調査については、

詳細な報告がなされないまま今日に至っている。浮線文土器群の研究が文様の多様性から浅鉢形土器に重

点が置かれているなかで、この2次調査出土土器は甕形 ・深鉢形土器が極めて豊富であり、土器群全体の

把握に欠かせない資料と考える。また、阿賀野川以北において該期の迫跡調査数が増加する中で、信誤川

流域に位置する長畑遺跡資料の持つ窯味は重要といえよう。ここでは、新潟大学考古学研究室に保管され

ていた長畑迫跡2次
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(国土地理院 「三条」 1:50,000原図 平成元年発行)

2 長畑遺跡 2次調査の概要

本遺跡は、新潟平野のほぼ中央部、南蒲原郡栄町大字貝喰新田 ・福島新田丙の両地域に所在し、標高は

10m前後を測る（第2図）。遺跡の東側には東山丘陵があり、西側では刈谷田川が、北東では五十嵐川が

信濃川に合流する。遺跡の周辺はこの三河川の堆積によって形成された沖積地である。遺跡の現況は水田

であったが、付近の半ノ木・曽根集落は東西に細く帯状を呈しており、自然堤防上にあるものとみられ、

本遺跡もボーリング調査結果から自然堤防上に立地していたと推察されている〔本間 ・戸根1975〕。

次に、 2次調査の概要について調査概報から引用・紹介する。調査は刈谷田川農業水利事業中央幹線排

水路工事に伴い、 1978年7月31日~9月1日の約 1ヵ月間行われた。調査対象地は、 1次調査の東側に沿っ

ていて、面積は約2,600面である（図3)。遺物の出上が多く予想される地点を中心に、南北 (Y軸） 140 

m、東西 ex軸） 18mの長方形の範囲を決め、北東隅を起点に 2X2mのグリッドを設定した。なお、Y
軸は上越新幹線の大宮より232km~232.14km間と平行するように設定している。グリッドの呼称にはY軸

にアラビア数字、 X軸にアルファベットを用いた。グリッド設定範囲は地表から約50cmを重機で削平した

後に、 トレンチを開けて遺物・遺構を確認し、遺物量の多い箇所を中心に発掘範囲を広げた。しかし、遺

物が地表下2.5mを超えて出土したことや湧水による壁面の崩壊等により、遺物が集中的に出土した41~60

列についても包含層を全面的に調査することができなかったという。

遺跡の層位は地区によって異なるものの、ほぼ水平堆積を呈す（図4)。 1層は耕作土で10~20cm堆積

する。 II層は腐植土で30~40cmの厚さで堆積する。 11I層は沖積上で、砂層 ・シルト屑 ・粘士層が互層を成

し、淡灰色から淡青灰色 ・青灰色を呈す。それぞれの層の堆積状況は地区により異なっているため、単一

の層としてとらえられない。 IV層は粗砂層で、地表下約1.5~2.5mほどのところで現れる。この層からも

遺物は出士するものの、これ以下の調査は為されておらず、基盤層は不明である。シルト層・粗砂層中に

は金雲母・長石 ・石英・輝石など、本遺跡出土土器の混和材に利用されている鉱物と同様のものが含まれる。

検出された遺構は、士壊 2甚、ピット 4基、井戸址 2基、その他溝状遺構がF37グリッドから検出され

ている。そのうち士坑 ・ピット各 1基が縄文時代晩期のものと推定され、他の遺構は歴史時代のものと考

えられている。遺構内から出土した遺物は少ない。

遺物は、 II層から若干の須恵器・陶質上器が出土している。本遺跡の主体をなす縄文時代晩期の遺物は、

調査区の南側で多く出士し、特に45~65 • E 

~Iグリッドに集中している。 1次調査では

南北360mの範囲が調査されているものの、

報告書に掲載されている遺物の出土地点は85

~115列に集中しており、 2次調査の遺物集

中範囲に隣接している。おもに11I層のシルト

層中から検出され、IV層粗砂層中にもわずか

に含まれる。土器は甕形上器や深鉢形土器が

1個体分まとまって出士する場合が多く、土

器復元率が高いことが特徴である。石器は石

鏃・石錘 ・ 石斧 ・凹石• 石皿・敲石が出士し

ているものの、 1次調査に比べ出上量はきわ

めて少ないことも特徴的である。

-72-

第2図長畑遺跡周辺の地形
（国土地理院 「二条」1:50,000原図平成元年発行）
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調査位置図およびグリッド設定図（中島ほか1979年に加箪）
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3 出土土器について

A 土器各説

(1) 大別器種分類および観察基準

出土土器の分類にあたっては、器形の特徴から浅鉢形・甕形・深鉢形 ・壺形土器の大別器種を設定し、

文様や器形により細別を行った。また、口縁部形態や器形にもいくつか種類があるため、それぞれに基準

を設けた。さらに、各器種とも部位の名称を決め、部位別の文様 ・調整について観察した（第5図）。餞

察の詳細については観察表に記載した。なお、観察表中の 「＋」記号は文様 ・調賂を加えることを意味し、

「↑」などの矢印は施文 ・調整方向を示す。法屈は器形の外寸を計測した。体径は、肩部あるいは体部の

最大径を意味する。色調は 「新版椋準土色帖」〔小山 ・竹原1990〕に従った。

浅鉢形土器 口径が器高を上回るもので、口縁部～体部の屈曲が少ないものである。部位は口縁部 ・体

浅鉢形土器 甕形土器

ーロ緑部

＿イ本部上位

壺形土器

—口縁部
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第5図大別器種分類および各部位の名称
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部上位・体部下位 ・底部に分かれる。

器形 1-□ 縁部が内傾するもの、2一体部から口縁部にかけて直立、あるいは直立気味のもの、3ーロ

縁部が直線的に外傾するもの、4一頸部無文帯を有し、口頸部が外反するもの、の4つに分類した。

甕形土器 器高が口径を上回るもので、屈曲する頸部を有する器形である。上から口縁部・頸部・肩部・

体部上位・体部下位・底部の各部位に分かれる。

器形 口頸部の傾きから 1~3に分類した。 1ーロ頸部が内傾し口径が体部最大径を下回るもの。 2ーロ

径が体部最大径とほぼ同じもの。頸部の屈曲が強いものと弱いものがある。 3一頸部が外傾または外反し、

口径が体部最大径を上回り最大となるもの。頸部の屈曲が強いものと弱いものがある。

口縁部形態 口縁部外面の作成方法には2種類あり、粘土紐を二重に貼り付けて肥厚させる複合口縁のも

のをa類、肥厚しない単純口縁のものをb類とする。

深鉢形土器 器高が口径を上回るもので、口縁部から体部にかけて明瞭な屈曲部を有さないものである。

部位は上から口縁部・体部上位・体部下位 ・底部に分かれる。

器形 lーロ縁部が内湾するもの、2一口縁部が直立するもの、3ーロ縁部が外傾または外反するもの。

口縁部形態 甕形土器と同様にa類一複合口縁と b類ー単純口縁がある。

壺形土器 頸部がすぼまり、口径が体径よりかなり小さいもの。部位は口縁部・頸部・肩部・体部上半・

体部下半 ・底部に分かれる。個体数が少なく器形を把握しにくいため、器形についての分類基準を設定し

ていない。

異形土器 底部の両端が船首状に突出しているものである。上部を欠いているため全形を知ることがで

きない。 1点のみ出土している。

(2) 浅鉢形士器

主に体部上位の文様により細別を行った。

A類 沈線にミガキを加えたり、さらに彫去することにより、細く整えた浮線で浮線文を描くものであ

る。モチーフの種類によりさらに細分される。

A 1 類 ( 1• 6)一菱形や三角形を横に連ねた網目状のモチーフで、 1条の浮線で描かれるものである。

1は直線的な浮線で表現されていて、モチーフが多段化している。 6は交点部分のみ確認できるが、おそ

らく浮線が上下に連結して網目状のモチーフとなるものであろう。

A2 類 (2 • 3・. 7・51・52) -2 ~ 5条の浮線により斜線を加えた「z」字状のモチーフを、浮線の

交点部を軸として対称に組み合わせたものである。 2は大形のもので、口縁端部に2種類の突起が合計10

単位配される。浮線文の交点は、浮線を上下に押圧することにより作り出していることが明かである。中

央の菱形の部分は、浮線の脇を彫去したり顕著なミガキを加えたために器面に盛り上がりがみられる。 3

は器形3で、口縁端部に2対小突起を配す。体部上位の文様帯は上1条、下2条の沈線で区画され、その

中にZ字状に浮線を施す。 7は2に似たモチーフである。中央の菱形の部分には、彫去したあとに新たに

粘土が盛られている。 51の交点も上方からの押圧による。 52は口縁部に近い破片で、内面が肥厚する。

A3類 (5 · 8 • 53~57)ー紡錘形の構図をとるものである。 5は上端の隆線上に列点文が施され、そ

の下に浮線2条により紡錘形のモチーフが描かれる。口縁部内面はやや肥厚し、平行沈線文が1条施され

ている。 8は上下を1条の平行沈線で区画した文様帯に、浮線3条からなる紡錘形のモチーフを横に連ね

る。交点は上下の押圧により迪結されている。口縁部内面は肥厚し、平行沈線が1条走る。 53は8と同様
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の構図をとるが、文様帯幅は8より広く沈線のケズリ込みが深く広い。内外面に丁寧なミガキが施され光

沢を放つ。54は器形3で、口縁部内面が肥厚して稜をもっ。浮線は細く、途中から分岐している。交点は

上下の押圧により粘土が寄せ集められ盛り上がりをみせる。 55も54と同様に浮線が細く多条化している。

A4類 (4)一匹字文が上下対称に向き合い、横方向に連結せず反転するものである。口縁部に縄文L

Rを施し、体部上位と 1条の沈線文で区画する。浮線脇をさらに深く彫り込むことで強調する手法は2な

どと同様である。しかし、浮線はミガキが不十分のためか他のものに比べ太い。また、体部上位と体部下

位との境目がミガキにより一段低くなっているのも特徴的である。

A5類 (58)一三角形のモチーフを上下交互に連続するものである。交点には縦に刻みが入る。

B類 (59~61) 一平行沈線文が施されるものである。 59 • 60は、内外面にミガキがT寧に施される。 61

は器面が粗く雑な感じを受けるが、沈線内には赤彩痕を確認できる。口縁部内面が肥厚している。

C類 (62~64) 東北地方に普遍的に存在するもので、搬入品の疑いがあるものである。 62・64は、匹

字文を施すものである。いずれも口縁端部に沈線が施される。内面には明瞭な稜を有し、平行沈線が1条

施される。全面が研磨される。63も胎土から搬入品と思われる。

D類 (9) 体部と口縁部の間に頸部無文帯を有するものである。口縁部は縄文LRを地文として平行

沈線文を施し、肩部は浮線により羽状沈線文が描かれている。頸部は横位に ミガキを施す。こう した器形

は数少ないものの、鳥屋辿跡昭和32年発掘資料〔小出・寺村1961)や三条市上野原迫跡（中島1981〕に同様の

ものがみられる I)。

(3) 甕形土器

ロ縁部および肩部の文様に特徴があるため、これをもとに細別を行った。なお、器形の大小や精製・粗

製の差は考慮せず一括に扱った。

A類 (65~69)ーロ縁部や肩部に浮線文や工字文を施すものである。口縁部形態はb類のみである。 65

は口縁部に平行沈線を6条引き、浮線を下方にのみ押圧して連結させるもので、本迫跡では特異な手法で

ある。口縁端部には刻目文が加えられる。66は口縁部が直線的に外傾するもので、匹字部分のみ残るが、

三角形を横位に連結させるモチーフであろう。 67は肩部に2条l対の浮線により菱形が上下に多段化する

浮線文が描かれる。 68は体部に条痕文を施し、肩部に浮線文が施される。69は肩部に沈線によるエ字文が

描かれる例である。

B類 (10~19・37・70~84)ーロ縁部や肩部に平行沈線文を施すもので、肩部に羽条沈綜文をもつもの

も少なくない。 口縁部形態は a類 ・ b類の両方がある。肩部に平行沈綜文をもつものは10~12 ・ 19 · 70 •

74~76である。10は体部に縄文LRが縦走するが、 ミガキにより縄目が原形をとどめていない。 11は口頸

部が外反する器形3で、複合口縁上に太めの沈線文が引かれる珍しい例である。頸部には縄文LRが部分

的に施されるが、ナデ消えしている部分が目立つ。また、肩部の平行沈線文間の隆帯上に列点文が施され

る。 16は口縁部に縄文Lのみ施され、肩部では平行沈線施文後に条痕文を縦走させている。 19は内外面の

ミガキが丁寧なもので、肩部にのみ平行沈線文を施す。このほか肩部に文様をもつものとして、13は肩部

に沈線により上下に対置して横位に連結しない匹字文が描かれる。匹字文の左側には 「日」字状沈線文が

あり、補助単位文と考えられる。こうしたモチーフは、後述する1990年度確認調査資料131と同じ構図で

ある。体部には細密条痕が施される。14は肩部に羽状沈線文を描くもので、口縁部と肩部以下の地文は細

密条痕である。 ほかに羽状沈線文を採用するものとしては、 条痕文を地文とする77~79 •82、縄文RLを
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地文とする81があり、 37は浅鉢形土器の浮線文A2類に類似する羽条沈線文が施される。 80は肩部に沈線

4 条による半円状の弧線文を上下交互に描いている。外面のミガキが顕著である。 15 • 17・18は肩部に単

位文様をもたないものである。 15・17は肩部に肩部以下に条痕文を施すもので、いずれも口縁部と肩部に

縄文を施すが識別できない。 18は口縁部 ・頸部下半～肩部に結節縄文LRを地文とし、口縁部に平行沈線

文を施す。口縁部直下に強いナデやミガキを加えることによって屈曲部を作り出している。 70~73は口縁

部に結節縄文や各種縄文を地文として平行沈線文を施すもので、口縁部形態はいずれも単純口縁b類であ

る。 73は小形のもので、 文様帯幅が狭く、頸部のナデ ・ ミガキにより 口縁部が肥厚している。 83 •84は頸

部に文様を施すもので、 83は鋸歯状沈線文、84は半戟竹管状のエ具で波状沈緑文が施される。

c類ー各稲縄文を施すもの。縄文の種類によりさらに細分する。

C 1 類 (20~25•85~94) -Iコ縁部に結節縄文を施すもので、本遺跡の甕形土器を代表する種類である。

LR、R、Lの3種類がある。肩部にも同様の結節回転や斜縄文を施すものが多い。また、口縁部形態は

複合口縁a類がほとんどである。 20は口縁部と肩部に結節縄文LRを2~3段施し、肩部にはさらにミガ

キを加える。口縁端部には沈線が1条引かれる。 21も同様に結節縄文Rを施すが、体部はケズリを縦位に

施した後にナデ・ミガキを加えている。 22は肩部以下で条痕文に結節縄文を加える例である。 23は結節縄

文LRを体部下半まで施し、さらに横位のミガキが加えている。 24は口縁部が無文のもので、肩部以下は

結節縄文LRである。 25は口縁部直下に強いナデを加えることにより口縁部下端を肥厚させ、その下部に

も同様な方法で隆帯を3条作り出している。隆帯上には列点を加えている。頸部下半はケズリの後に丁寧

なミガキを加えている。 85の口縁部は結節縄文Lだが、肩部は縄文LRで2稲類の縄文を用いる。 93はロ

縁部が縄文Lで肩部に結節縄文Lを施す。 94は唯一の単純口縁a類の例だが、頸部を無文として横位のミ

ガキを加える手法は他と同様である。

C2 類 (26~29 •95)一口縁部に撚糸文や網目状撚糸文を施し、肩部にも同様の文様を施すものである。

口縁部形態は複合口縁a類が多い。 26は口縁部に弧状の隆帯が付くもので、撚糸文Rが横走する。肩部以

下には条痕文が縦走し、肩部には横位に撚糸文を加える。 27は小形のもので、口縁部と肩部以下に撚糸文

Rが横走する。 95は口縁部に撚糸文L が施される。 28 • 29は網目状撚糸文を施すものである。

C3類 (30・96・97)ー上記以外の縄文を施すものをまとめる。 30は肩部以下に条痕文を施した後、ロ

頸部にLR縄文を施す。頸部を無文帯としないのが特徴である。また、条痕文施文後にミガキなどの調整

をまった＜加えていないのも本逍跡では珍しい。 96は口縁部に縄文LRを施す。 97は口縁部に附加条縄文

を施すものである。原体は、LRの軸縄に附加条を右巻にしたものである。

D類 (31· 32 · 98 • 99)ーロ縁部や体部に条痕文を施すものである。 31は口縁部に短沈線4条による鋸

歯状沈線文が描かれ、肩～体部にかけては条線問の広い条痕文が施される。 32は大形のもので、口縁部と

肩～体部に条痕文が施される。条痕文の原体には、半裁竹管状のエ具が用いられた可能性が高い。 98はロ

頸部に条痕文が横走する。条線の彫りが深く、エ具には細い棒状のものを束ねたものか櫛歯状のものを用

いた可能性が高い。 99は口縁形態が単純口縁b類で、これも口頸部に条痕文を施したものである。

E類 (33~35• 100~ 104)ー全面無文のものである。口縁部形態は複合口縁a類が多い。 34は肩の張り

が明瞭なもので、口縁部～肩部は横位に、体部は縦位にミガキを加える。底部付近には横位にミガキが施

され「く 」の字状を呈する。 33は頸部以下に横位のミガキが施され、底部付近ではケズリの後にナデ ・ミ

ガキを行う。内面は口頸部に輪秋み痕やナデ痕が明瞭に残り、体部下半には幅1.5cmほどのエ具による擦

痕が明瞭に観察できる。 35は肩の張りが弱く口縁部が強く外反するもので、鳥屋式土器圏内においては珍
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しい器形といえる。口縁端部は外方を向いていて、ナデ・ミガキにより平らに整えられ波状を呈していて、

中部高地の氷I式の甕形土器にみられる口外帯に似ている。 100~104はいずれも口縁部形態a類で、104

は肥厚部が短く、頸部が長いのが特徴的である。

F類(105・106)ーロ縁部外面の肥匝部が多段化するものである内 105・106は、頸部の屈曲が少なく

口縁部がやや外傾する。凹線部と顛部に強いナデ ・ミ ガキを施すことにより肥厚部を3段形成している。

肥厚部の項点はミガキのため尖っている。 106の肩部には条痕文を横位に施す。胎土、色調とも本遺跡に

少ないものである。

G類 (36)ーロ縁部と肩部に剌突文を施すものである。刺突は下方から斜位に無数に施すことにより斜

縄文風に仕上げている。エ具は細い先の尖った棒状のもののようだが、不明である。一度に数力所施した

可能性もある。刺突施文後、全面に丁席なミガキを加えているが、器而がまだ乾かないうちに行ったため

刺突文が消えてしまった部分もある。こうした擬縄文と思われるものは、黒崎町緒立迫跡出土の上野原式

の深鉢形土器にも見られる〔磯崎1969〕。

(4) 深鉢形土器

口縁部の文様により細別を行った。

A類 (107)ーロ縁部に浮線文を施すものである。 3条の浮線間を上下交互に連結するモチーフとみら

れる。交点上には縦に刻みが入る。

B類 (38 • 39• 108~ 112) -D縁部に平行沈線文や羽条沈線文を施すものである。口縁部形態はb類の

みである。 38は口縁部に幅の広い平行沈線文を施したため、沈線間が浮線状を呈す。体部には条痕文を施

す。 39は口縁部に羽状沈線文を施すものである。体部は条痕文を施した後にミガキを縦位に加える。 108 •

109は口縁部に斜縄文を地文とし平行沈線文を施す。また、110・111は条痕文を地文とするものである。

112は口縁部が外傾する器形3で、平行沈線文2条を施す。

c類ー各種縄文を施すものである。 縄文の種類によりさらに細分する。

C 1 類 (113 • 43)一結節縄文を施すものである。 43は口縁部形態a類で、口縁部と体部上位に結節縄

文LRを施す。体部は擦痕を伴うナデとミガキが縦位に施される。 113は口縁部上位に強くナデ・ミガキ

を加えて器面をくぼませ、下位に結節縄文LRを施す。内外面とも器面は研磨される。

C2類 (40•44・45・114)一撚糸文を施すものである。 40は撚糸文Rを0縁部は横位に、体部上位は

斜位に、体部下位は縦位に施している。 44は口縁部に条痕文かあるいはナデのエ具痕かと思われるものの

上に撚糸文Rを横位に施し、体部上位～下位では斜位に施す。 114は口縁部形態a類で、口縁部に撚糸文

R、体部上位に縄文LRを施す。 45は単軸絡条帯第4類（山内1979)を施すもので、口縁部は横位に、体部

下位は縦位に施す。体部上位は無文で横位のミガキ、下位には縦位のミガキが加えられる。内面は器面の

凹凸は著しく、器匝が厚いのも特徴である。単軸絡条帯第4類は本資料のみで珍しいが、施文・ 調整手法

は他と共通する。

C3 類 (41• 46 • 115)ーロ縁部に縄文LRを施すものである。体部に条痕文を加えるものが多い。ロ

縁部形態はa・b類がある。 41は口縁端部を押圧することにより波状を呈す。体部上位は無文で横位のミ

ガキを施す。体部下位は条痕文を縦位に施し、ミガキを加える。 46は口縁部に縄文LR、体部には条痕文

を斜位に施す。内面は研磨される。

D類 (47• 116)一条痕文のみを施すものである。 116は0縁部形態a類で、肥厚部を作り出した後に体
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部から口縁部にかけて条痕文を施す。 47は口縁部形態b類で、条痕文を口縁部で横位、体部上位で斜位、

下位で縦位に施す。

E類 (48~50 • 117)~rnitIIIJ'(0 L 0 tit -:i o 48は口縁部形態a類で、横位のミガキを施す。 49は体

部から口縁部にかけてあまり外傾せずに立ち上がる。口縁端部は波状を呈す。ミガキを口縁部～体部上位

は横位に、下位は縦位に施す。 50は体部上位から口縁部がやや外反する大形のものである。口端部は押圧

により波状を呈す。 ミガキを口縁部と体部上半は横位に、体部下半は縦位に施す。 117は口縁部形態b類

で、ナデによる擦痕が内外面に認められる。

F類 (42)一幅の広い沈線を施すものである。口縁端部は波状を呈し、口縁部には丁寧なナデによる幅

の広い沈線帯が2条作られる。沈線帯間の幅は狭く、隆線状を呈す。体部は条痕文を縦位に施す。甕形土

器F類にも類似する。

(5) 壺形土器

文様と器形により細別した。

A類 (118)ーロ縁部から頸部にかけて縄文Lを地文とし、やや浮線化した隆線によりエ字文が描かれ

る広口盗形土器である。外面には赤彩痕が観察できる。

B類 (119・120)ー小形壺形土器でミニチュア品を含む。119は肩部から体部に浮線 3条による網目状

の浮線文が描かれるが、モチーフは浅鉢形土器Al類と共通する。 120はミニチュア品で、頸肩部境界に

平行沈線文が施されている。

C類 (121)- 「く」の字状に屈曲する短い頸部を有するものである。口縁部形態は複合口縁で、口縁

部に結節縄文Lを施す。頸部には丁寧なナデ・ミガキを施し、内面もナデ ・ミガキで仕上げる。

D類 (122)一口頸部が直線的に外傾するもので、頸部の屈曲は少ない。口縁部に平行沈線を6条施し、

内面にも1条施す。内外面ともミガキで仕上げする。

E類 (123・124)一頸部が内傾する広口壺形土器である。 123は口縁部が頸部より一段高く肥屏し、信

州地方に特有な口外帯を思わせる幅の広く浅い沈線が施される。内外面とも丁寧なナデ・ミガキを施す。

124は頸部を横位に研磨することにより、肥厚する口縁部と肩部の明瞭な段を作り出している。口縁部と

肩部には条痕文を施すが、肩部には ミガキが加えらていない。甕形土器の可能性もある。

F類 (125)一無文の大形壺形土器である。頸肩部磁界の屈曲が緩く、器面は丁寧なナデとミガキで仕

上げるが、隊滅のため不明瞭である。

G類 (126・127)一体部に貝殻条痕文を施す大形壺形土器である。 126は条痕施文後、 肩部に平行沈線

文を引く。 127は肩部に条痕文に加えて縄文LRを施し平行沈線文を引いている。こうした貝殻条痕文を

施す大形壺形土器は烏屋逍跡第3号土坑出土の壺形土器〔石川1988〕に類例が求められ、特に127は肩部に

縄文を加える点で近似する。

H類 (128)一体部に平行沈線文の上下に渦巻文と思われる沈線文を描くものである。外面には赤彩が

眼察され、胎土 ・色調とも本逍跡の一般的なものと異なる。細片のため器形は不明であるが、体部に渦巻

文を施す手法は長野県御社宮司遺跡・石行追跡などに散見される無頸壺形土器を想起させる。

I類 (129)一刻目文が施された突帯が付くものである。内面の調整から壺形土器と判断したが、細片

のため器形は不明である。
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(6) 異形土器 (130)

底部が舟形を呈するものである。外面には平行沈線文と列点文が描かれ、赤彩痕が観察される。この土

器の上部は、欠損部が円筒形であることや内面が荒いナデ仕上げであることから、浅鉢形ではないことが

窺える。

(7) 1990年度確認調査資料 (131)

1990年に 1次調査区の西側で行われた確認調査時に出土した資料で、確認調査報告書〔家田1990〕に掲載

されているものを再実測したものである。 131は浅鉢形土器で、口縁部が直立する器形2である。隆線に

より匹字文を上下対称に組み合わせ、横方向には連結しないものである。こうした構因は鈴木正博氏の大

洞ふ式の 「変形匹字文」に類似する（鈴木1991)。ただ、この文様閾に本来補助単位文として配四される

斜線文の代わりに、「回」字状文や3条単位による平行短沈線文が付される点が異なる。

B 調整 ・施文手法の分析

本資料における要形 ・深鉢形土器には、全形を知り得るものが多い。そこで、それぞれの施文 ・調整手

法とその特徴を明らかにした後に、その方向について類型化を試みたい。なお、ここで取り扱う文様は、

条痕文と撚糸文とする”。

(1) 甕形土器・深鉢形土器の調整・施文について

甕形土器 外面調整は、口縁部から体部では基本的にケス汀）やナデにより器面を平滑にした後で、文様

を施し、最終調整としてミガキが用いられる。ケズリはその痕跡を残すものが少なく、多くの場合はその

後のナデ・ミガキにより、その有無を判別するのが難しい。ナデはほとんどの個体で文様施文以前に施さ

れる。 32などのように頸部の最終調整にナデを施すものもある。条痕文も多くの個体に使用される。その

原体には、14のようないわゆる 「細密条痕」と呼ばれるものや、16のような条線間の広いもの、31のよう

な櫛歯状のエ具によるもの、32のような半戟竹管状のエ具と思われる条線の本数が少ないものなどが確認

でき、極めて多様である。ミガキは本資料の最大の特徴である。 一般的にミガキは頸部の無文部分にのみ

横位に施される場合が多いが、本資料では縄文や条痕文などを施した上に最終調整として加えられている。

これにより、文様がつぶれてはっきりしなくなっている例が多い。なお、このミガキは最終施文される文

様とほぼ同じ方向に施される場合が多い。底部付近は、ケズリ ・ナデにより 「く」の字状に整形されるの

が特徴的である。最終調整としてミガキを加えるものも多い。

内面調整も外面と同様にケズリ ・ナデ・ミガキの順に行われる。ケズリは頸～肩部の屈曲部に斜位に施

されている例が多い。ナデは全面に施され、なかには33のように条痕文に類似するものもみられる。ミガ

キは口頸部で横位、頸～爵部で斜位に施されるが、属部以下はまばらになる。

深鉢形土筈 外面調整は基本的に甕形土器と共通し、最終調整も同様にミガキが多用される。 41などの

ように体部上位を無文とし、横位にミガキを加えるものが特徴的である。撚糸文は40や44のように条痕文

と同様な施文方向で用いられる。

(2) 施文・調整方向について

次に、前述した外面施文 ・調整の方向についてみることとする。ナデ ・ミガキ ・条痕文 ・撚糸文の方向
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は、各部位において縦位 ・横位 ・斜位のいずれかに施され、その組み合わせに一定の規則性を見いだすこ

とができる。そこで、施文 ・調整方向の分類を試み、その特徴を探ることとしたい。

甕形土器は、口縁部・頸部においてほとんどが横位に行われ、肩部 ・体部上位 ・体部下位で施文 ・調整

方向の変化がみられた。これらの組み合わせにより類型化を行った。深鉢形土器は、口縁部 ・体部上位・

体部下位で変化がみられた。但し、口縁形態が複合口縁a類の場合は、口縁部で横位にのみ施文 ・調整が

行われるため、類型化は体部上位以下の組み合わせをもって行うものとした。

施文・調整方向は大別して2種類あり、さらに細分した。また、施文 ・調整の種類には3種類があるた

め、これと施文 ・ 調整方向との組み合わせもみることとする（第表 1 • 2)。なお、これらの分類につい

ては長野県御社宮司追跡〔百瀬1982〕・石行遺跡〔竹原1987)のものを参考とした。

施文・調整方向

A型一体部下位では縦位に、上位にいくにしたがって斜位～横位に行うものを基本とする。

Aa型 甕形土器では肩部で横位、体部上位で斜位に行うもの。深鉢形土器では体部下位から口縁部に

かけて縦位～斜位～横位に行うもの。

Ab型 甕形土器では体部上位から肩部で斜位に行うもの。深鉢形土器では体部上位から口縁部で斜位

に行うもの。

AC型 甕形土器では体部上位以下を縦位に、肩部を横位に行うもの。深鉢形土器では口縁部 ・体部上

位を横位に、体部下位を縦位に行うもの。

B型一縦位を基本とするもの。

Ba型 甕形土器では肩部以下を縦位とするもの。深鉢形土器では口縁部を横位に、体部上位以下を縦

位に行うものを考えていたが、本資料に該当するものがなかった。

Bb型全面縦位に施すもの。甕形土器に該当するものはなかった。

施文・ 調整の種類

(1)ナデ ・ミガキ (2)条痕文 ・撚糸文のみ (3)条痕文 ・撚糸文＋ナデ ・ミガキ

結果

甕形土器では、方向Aa型 •Ab型 • AC型 • B a型がある。方向A型が圧倒的に多く、B型は1点し

か確認できなかった。組み合わせをみると 、 方向Aa • Ab型では施文 ・ 調整の種類(1)~(3)までほぼ均等

にみられたが、方向Ac型では(2)が認められなかった。

深鉢形土器では、 方向Aa型 • A b 型 • AC型 • Bb型が認められた。 A型ではA a • Ac型が多い。

なかでも39や41のように、体部上位を無文として横位にミガキを加えるものが一定伍あり、注目される。

また、甕形土器で認められなかったBb型がみられる。組み合わせをみると、Aa型に(2)・(3)が多く 、条

痕文 ・撚糸文の施文率の高さが窺える。施文・調整の種類では(1)は少ないものの、 Ac型に集中する点で

甕形土器と一致する。
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第 1表 甕形土器調整 ・施文方向表 (Nー23)

方
Aa型 Ab型 Ac型 Ba型

向

種

類

(1)ナ デ ・ミガキ 4 3 3 

゜(2)粂痕文・撚糸文 2 3 

゜
1 

(3) 粂痕文・撚糸文 2 3 2 

゜
＋ナデ・ミガキ

第2表 深鉢形土器調整 ・施文方向表

方
A a型 Ab型 Ac型 Bb型

種

類

{1)ナ デ ・ミガキ

゜ 。
2
 

ー

(2)粂痕文 ・撚糸文

(3) 
粂痕文 ・撚糸文

＋ナデ ・ミガキ

3
 

ー ー

3
 ゜ ゜

第3表大別器種組成表 (N=167) 

第4表甕形土器組成表 (N-99) 
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(3) 土器粗成 （第3表）

口縁片を有する土器で、同一個体を省き個体数を数えた。各器種とも口縁部に特徴があるため、小片で

も個体識別が可能であり、小破片でも 1個体とした。その結果、全個体数は167個体であり、その内訳は、

浅鉢17個体 (10%)、甕99個体 (59%)、深鉢33個体 (20%)、壺5個体 (3%)、不明13個体 (8%)とい

う内訳となった。甕形土器が深鉢形土器の3倍と圧倒的に多く、浅鉢形土器は10%と少ない比率を示した。

4 長畑遺跡の編年的位置と地域性

新潟平野における縄文時代晩期終末の土器編年は、製栄市烏屋辿跡出土土器の分析により設定された鳥

屋1式→2 a式→2 b式の編年案を軸として、その変遷が把握されている〔石川1988〕。その中で、長畑遺

跡1次調査資料は新発田市村尻迫跡126号土坑の一括資料（田中ほか1982〕とともに、浮線文土器後半の鳥

屋2b式の基準貧料とされた。ただし、長畑遺跡1・次調査資料については発掘調査範囲が広範囲で、各資

料の出土地点が不明なことから、その一括性が疑問視された。以後、安田町六野瀬遺跡の発掘調査におい

て鳥屋2b式土器の追物集中地点が検出され（石川ほか1992)、この資料をもとに石川氏により再び烏屋2

b式についてその型式学的独立性がより補強されることとなった〔石川1993〕。現段階では六野瀬遺跡プロッ

ク1出土土器をもって鳥屋2b式の基準資料ということができよう。よって、ここでは六野瀬迫跡資料と

の対比を中心として、長畑遺跡2次調査資料の各器柾の特徴と編年的位置付けについて考察する。

浅鉢形土器の浮線文にはAl~A5類があるが、いずれも文様帯が体部上位の狭い範囲に限定され、そ

の多くが口縁部や体部下位とは辿結せず、沈線により区画されていることを特徴とする。 Al類は浮線1

条による網目状の棉図をとるもので、六野瀬遺跡報告第10図18と網目の段数は異なるものの共通するモチー

フであり鳥屋2b式であろう。 A2類は本資料を特徴づけるもので、長畑遺跡1次資料のなかにもみられ

る（報文第13図1~ 3)。多条の浮線により横に間延びした「z」字状のモチーフを左右対称に描く方附図

は、Al類などの均整のとれたモチーフが崩れたものであり、馬屋2b式のなかでも型式学的に新しいも

のとされている〔石川1985)。同様の資料は村尻迫跡第126号土坑出土資料にあり、表面採集資料ではある

が出雲崎町乙茂飯田辿跡資料にも多くみられる（寺村1957〕゚ A3類も烏屋2b式にみられ、54のように交

点部以外で浮線が分岐する手法はA2類と共通するものである。ただし、5は他と違い2本の隆線で表現

されているほか、上部の列点文は鳥屋2b式にはほとんどみられない要素であるため、扁屋2a式に遡る

可能性がある。 A4類は匹字文が上下対称になる構図で、浮線文土器にはあまりみられないモチーフであ

る。 A5類も烏屋2b式であり、浮線文交点部の点刻は深鉢形土器A類107とともに当該期の特徴といえ

よう。甕形土器は、頸部無文のものが大半を占める。また、 小形 ・中形のほかに大形のものが目立つ。 A

類では、65は浅鉢形土器A3類の変形とも考えられ、66はA5類と、68はAl類と共通し、浮線2条単位

で描く67とともに鳥屋2b式に比定されよう。 B類では大形のものでも肩部に文様帯をもつものが多い。

80の肩部に施された半円状の弧線文は保明浦追跡〔田畑ほか1996〕に類似したものがあるから、信濃川中流域の

特色かもしれない。結節縄文を施すCl類は本資料を特徴づけるものであり、詳しく後述したい。 D類32は鳥

屋2b式に普遍的に存在する。全面無文のE類が多い点も本資料の特徴である。前述した調整 ・施文方向で

は、A型が主体的で、Ba型が主体を占める氷式とは対照的であり、新潟平野における烏屋2b式の特徴を

表すものといえようも深鉢形土器も大形のものが目立つ。 108や116の口端を押圧して波状にする点も特徴的

といえよう。また、 体部上位を無文とする39 • 41などは甕形土器の頸部を意識しているものと考えたい。

壺形土器は多様なものがみられた。 118が鳥屋l式の広口壺、119は鳥屋2b式であろうか。無文の125と
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貝殻条痕文を施す126・127は大形品であり、烏屋2b式における弥生化現象とされている（石川1991)。

他地域との並行関係については、 東北地方からの搬入品とみられる浅鉢形土器C類の匹字文を付す62 •

64がある。甕形土器13の肩部の文様は、いわゆる「変形匹字文」に頬似するものと考えられる。同様のモ

チーフは1990年度確認調査資料の浅鉢形土器にもみられ、本遺跡が大洞A,式と密接な関係にあることが

窺える。烏屋2b式が大洞釦式式と接点をもつことは、六野瀬遺跡資料おいてすでに指摘されており（渡

辺1992• 石川1993〕、本汽料によりさらに補強されたといえるであろう。

次に、長畑追跡の地域性について述べたい。第 4 • 5表は、甕形 ・深鉢形土器の文類別の組成表である。

結節縄文を施すCl類が甕形土器34%、深鉢形土器15%と高い比率を示す。 B類のなかにも結節縄文を用

いる個体が多く含まれることから、その施文率がかなり高いことが特徴といえる。逆に、条痕文のみを施

すD類は、甕形土器5%、深鉢形土器3%と非常に低い。結節縄文については、本遺跡と同じ信濃JI!中流

域に位岡する三条市上野原追跡で、大洞C2式新段階並行の上野原式の深鉢形土器に多用され、長岡市藤

橋遺跡 ・田上町保明浦遺跡の鳥屋2式に屈する幾形土器にも用いられるなど、信濃川中流域では浮線文成

立以前から鳥屋2b式期まで結節縄文が多用されることが指摘できよう。一方、阿賀野川以北の地域をみ

ると、新発田市舘ノ内辿跡（田中ほか1992〕では、上野原式期の深鉢形土器に結節縄文が多用されるものの、

烏屋l式後半の65a号土坑一括資料では、エ字文を施す甕形土器 l点に結節縄文がみられるほかは、深鉢

形土器6点すべてが条痕文を採用している。また、烏屋追跡では報告店をみる限り、鳥屋l式期で結節縄

文を施す深鉢形土器が一定擢みられものの、烏屋2式期の甕形 ・深鉢形土器に結節縄文を使用するものは

少ないようである。鳥屋2b式の六野瀬遺跡では結節縄文を施す土器がみられない5)。代わりに長畑辿跡と

対照的に条痕文のみを施す土器が盟富である。以上から、阿賀野川以北の地域においては、上野原式期までは

信浪川中 ・下流域と同様に結節縄文を多用するものの、鳥屋l式期になると辿跡により差がみられ、烏屋2

式期を埃に全体的に減少するようである。特に鳥屋2b式期には激減する。このように、鳥屋式土器が分布す

る新潟平野の中でも、信浪川中流域と阿賀野川以北の地域の間に明確な地域差が生じることが指摘できよう。

5 おわりに

長畑迫跡の臼料を分析することにより、新潟平野における縄文時代晩期最終末の土器様相を明らかにす

ることが目的であった。しかし、ほかの逍跡について詳細に触れるまでには至らなかった。今後は、晩期

終末の追跡について甕形土器 ・深鉢形土器の構成を分析するとともに、施文 ・調整方向についてもデータ

の収集を図り、新潟平野における変遷過程や地域t生、または周辺地域との関係について論じていきたい。
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註

I)筆者が上野原遺跡出土資料を実見した際に、上野原遺跡第16図l-4は同一個体であり、屈曲する頸部をもつ浅鉢形土器

であることを確認している。

2)こうした整形方法は信州方面でみられる隆線帯〔竹原1987など）に類似する。深鉢形土器42は沈線帯手法であろうか。

3)条痕紋と撚糸文の施文方向は共通する場合が多く、同一個体に施文されることも多い。浮線文土器に伴う条痕文の発生は、

東北南部において撚糸文から変化したとする見解がある〔小林1991〕。

4)石行逍跡では、喪形・深鉢形士器を合わせて、 B型が46%を占める〔竹原1987)。また、御社宮司遺跡では、甕形土器の約34

％がBa型であるぽi瀬1982〕。

5)六野瀬遺跡では弥生時代に属する結節縄文が報告されている。また、杉原荘介氏による調査（杉原1968〕にある結節縄文も

弥生時代のものと考えられる。
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口
緑
端
部
口
縁
部
外
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体
部
上
位
体
部
下
位
底
部
付
近
口
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内
面

体
部
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面
底
部
喜
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土

色
調
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面
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潤
内
而
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化
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炭
化
物
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面
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面
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状

ミ
ガ
キ
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浮
線
文
・
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ
ー

ミ
ガ
キ
＾

ミ
ガ
キ
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-
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一
石
英
多
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I
O
Y
R焦
色
I
O
Y
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褐
色
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G
5
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田
A
2
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突
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縄
文
L
R
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ガ
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線
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ミ
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ミ
ガ
キ
ー
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ガ
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ミ
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長
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＊
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褐
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縄
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長
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褐
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縄
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褐
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A
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縄
文
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R
十
平
行
ナ
デ
ー
＋
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行
沈
線
文
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＼
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デ
ナ
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ナ
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ナ
デ
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.0
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.0
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粒
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突
起
平
行
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線
文
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ガ
キ
⇔
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行
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線
文
＋
ミ
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ミ
カ
・
キ
ミ
ガ
キ

-
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3
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1
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7
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ぶ
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起
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ガ
キ
ー
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＋
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文
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キ
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ガ
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-
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7
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＋
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デ
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色
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6
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b
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起
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＋
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起
縄
文
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＼
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縄
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＋
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＋
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英
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縄
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